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33400-XLSB-K1S0 STEP WGN SPADA AERO ILLUMINATION 

取 付・取 扱 説 明 書

この度は、無限製品をお買い上げ頂きありがとうございます。

以下の注意点を正しくご理解の上、お取り付け下さいますようお願い申し上げます。

取り付け後は、本書を必ずお客様にお渡し下さい。

お客様へ

１．本製品はイグニッションオンに連動して点灯・消灯します。　　　

　　エアロイルミネーション単独での点灯・消灯操作は出来ません。

２．本製品の取り付け、修理の際は必ず自動車電装部品取扱の専門店や整備工場にて行って下さい。

　　お求め頂いたお客様による取り付け、修理、分解等は絶対に行わないで下さい。

３．定期的にボルト類の緩み、ガタ等を点検し、取り付け状態を確認して下さい。

本製品について

本製品は、本取付説明書に従い正しい取り付けを行った場合、第４２条（その他の灯火の制限）の法令に

適合します。

・ＬＥＤランプの発光輝度は最高光度３００ｃｄ以下
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ご注意

１．開梱後は、ただちに梱包内容（構成部品表を参照）の不足や破損のないことを確認して下さい。

２．取り付け前に取り付け車両の型式の確認を行って下さい。

　　　　　

３．純正パーツの取り付け・取り外しは、サービスマニュアルに従って、作業を行って下さい。

６．本製品の加工、組み付け不良、誤使用による不具合・事故等については、弊社は一切責任を
負いませんので御了承下さい。

　　ご不明な点がございましたら下記までご連絡下さい。

　　〒３５１－８５８６　埼玉県朝霞市膝折町２－１５－１１
　　　　　　　　　　　　株式会社　Ｍ－ＴＥＣ　商品事業部　営業１課

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　【営業時間10:00～17:00（土日，祝日除く）】
　　　　　　　　　　　　TEL．０４８－４６２－３１３１　FAX．０４８－４６２－３１２１

４．本製品は無限フロント アンダー スポイラー（71110-XLSB-K1S0 ,71110-XLSB-K2S0）
    にのみ装着可能です。

　　　　　　　　　[適応車種]　ＳＴＥＰ ＷＧＮ ＳＰＡＤＡ　　ＤＢＡ－ＲＫ５・６ (130～）　　

　　本製品装着時フロントバンパーおよびグリルを一旦取外す必要があるためマルチビュー
　　カメラシステム装備車は本製品取付後、必ずＨｏｎｄａ販売会社にてマルチビューカメラ
　　システムのエイミングをサービスマニュアルに従って実施してください。
　　エイミングを行わない場合、カメラ画像不具合よる思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。
　　※ エイミング＝カメラ間の表示位置合せ

５．



バッテリーの－端子

２

　　No.　　　　　PARTS　NAME.　　　　　　QTY.

　　①　ＬＥＤ （２連タイプ）　  　 　　　２
    ②　ブラケット　　　　　　　　 　　 　４
    ③　イルミハーネス　　　　　　　　　　１
　　④　エレクトロタップ　　　　　　　　　１
　　⑤　ボルトＭ３×６　　　 　　　　　　１６
　　⑥　クッションテープ　　　　　　　　　２
　　⑦　タイラップ　　　　　　　　　　　 １６
　　⑧　型紙　　　　　　　　　　　　　　　１　

【必要工具】
　　・ドライバー＋・ニッパー・カッター・レンチ１０ｍｍ・プライヤー・ビニールテープ
　　・クリップリムーバー・六角レンチ２.５ｍｍ・ヤスリ・イソプロピルアルコール
　　・ケガキ針・水性ペン・エアソー等

① ②

③

⑦⑤ ⑥

④

【取付上の注意事項】

取り付け作業を安全かつ確実に行う為､必ずこの注意事項はお守り下さい｡

ショート事故防止のため

､必ずバッテリーの○ 端

子を外して下さい。

○

１．

２．

３．

作業を始める前に注意事項を良くお読みになり､充分理解した上で､正しい取り付けを行って下さい｡

本書の記載事　　　　　　　　　　　た不具合は､クレームの対象外となります｡

この取付･取扱説明書に記載されている｢危険｣｢警告｣｢注意｣は絶対にお守り下さい｡

裏側のハーネスを引っ

かけたり、かみ込んで

ボルト・ナットを付けな

いで下さい。

取付穴を開ける時は 、

必ず裏側に何も無いこ

とを確認して下さい。

車両ハーネスは強く引

っ張らないで下さい。

コネクター外れや断線

の原因になります。

コネクターは、リード 線

を引っ張らず、コネクタ

ー本体を持ってロッ ク

を外して下さい。

コネクターやターミナ

ル端子は確実に接続

して下さい。

ハーネスやリード線は、ブ

ラブラしないように車両ハ

ーネス等にまとめ、ハーネ

スバンドで固定し、先端の

余り部を切断して下さい。

を

接続する前に、もう一

度取り付けや配線に

誤りがないか確認して

下さい。

キットの作動確認を行う

と共に、車両のランプ、

ワイパー等の車両電装

品が正常に作動する

か確認して下さい。

ショート事故防止のため、

必ずバッテリーの－端子

を外して下さい。
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⑧

型紙



３

Ⅰ．エアロ イルミネーションの取り付け。
　《注意》・エアロ イルミネーションおよび車体に傷を付けないように注意して作業を行うこと。

　　　　　・作業は他の人に保持してもらいながら行うこと。

①バッテリーのマイナス端子を外し、３分以上放置する。
②車両から、フロント バンパーを取り外す。（サービスマニュアル参照）

コネクター

コネクター

アース線(黒)

プラス線(赤)

リレーボックス

タイラップ

※イルミハーネスの長さの
　余った分を固定する

タイラップ

緑色線

アースポイント

③下図を参考にイルミハーネスを車両フレームに沿わせ配索し、イルミハーネスをタイラップ
　で固定する。
　この時、左右共 余長が２５０ｍｍ程度になるように固定する。
　※ハーネスの長さが余った場合タイラップ固定箇所で調整する。

④下図を参考にイルミハーネスのアース線(黒)は車両アースポイントに、プラス線(赤)は
　バッテリーのプラス端子へ接続する、緑色線はリレーボックスへ下部から引込む。
　その後タイラップで図示位置を参考に固定する。
　　
　
　　

タイラップ

250ｍｍ　

250ｍｍ　

クッションテープ

コネクター

※左右共、同様に行う

※コネクターにクッション
　テープを巻く
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車両ハーネス(紫）

車両ハーネス(紫）
紫

コード側から見た図

車両14極ｺﾈｸﾀｰ

リレーボックス

リレーユニット

⑤エンジンルームのリレーボックスを分解し、リレーユニットに接続される車両１４極
　コネクターを外して、車両ハーネス(紫）にエレクトロタップでイルミハーネスの緑線を
　接続する。

　　　　　　　　　　　

　　

⑥イルミハーネスを下図のようにリレーボックスの下部カバーに、タイラップで
　固定する。　　　

⑦取り外しの逆の手順でリレーボックスを取り付ける。（サービスマニュアル参照）

タイラップ

エレクトロタップの使用方法

イルミハーネスの緑色線

イルミハーネスの緑色線

車両ハーネス
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⑧付属の型紙を使用してフロント バンパーの下図斜線部分をカットして取除く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

※左右共、同様に行う。
（右側は型紙を裏返して使用する。)

型紙

端末合わせ

段差合わせ

４隅をケガキ針等で

マーキングする



ミクロジョイントをカットし、
斜線部を取り除く

⑨フロント アンダー スポイラーのイルミネーションガーニッシュのミクロジョイントを
　カットし、斜線部を取り除き、端面をヤスリで整える。　　　　　　　　　　　　　　　

⑫全ての取り付けが完了したら、ＬＥＤの点灯確認を行う。

Ａ（１６）

ボルト
Ｍ３×６

⑪フロント アンダー スポイラーの取扱説明書に従い、フロント アンダー スポイラーを
　取り付ける。尚、フロント バンパーを車両に戻す際、③でカットした穴からイルミ
　ハーネスを表に出しておく。
　※フロント アンダー スポイラーを装着する際、イルミネーションのコネクターを
　　接続する。

イルミハーネス

（イルミネーションのコネクターを接続する）

※ミクロジョイントを
　4箇所カットする。

⑩フロント アンダー スポイラーにブラケットを取り付け後、ＬＥＤを４箇所取り付ける。

イルミネーション ガーニッシュ　 ※左右共、同様に行う。

2012.6.21 6/8
6

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ブラケット
(表面側から取付け）

フロントアンダースポイラー裏側　
※左右共、同様に行う。
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回路図

接続ﾊｰﾈｽ
エレクトロタップ

to ｱｰｽ

ﾋｭｰｽﾞ(2A)

ﾊﾞｯﾃﾘｰ＋端子

to LEDﾗﾝﾌﾟRH

to LEDﾗﾝﾌﾟLH

赤

緑

（紫色線）　　

黒

車両14極ｺﾈｸﾀｰ

to IG1 WIPER(10A)



８
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ステップ ワゴン スパーダ
エアロイルミネーション 
用型紙

〈注意〉
型紙を切る際、刃物で怪我をしない様に
注意して作業を行うこと。

（３３４００-ＸＬＳＢ-Ｋ１Ｓ０）

フロントバンパー
段差合わせ範囲

カ
ッ
ト
範
囲

※ 左側用
　 (右側は裏返して使用)

端末合わせ

範囲

　　　　　　　　　


